
留学生が語る被災地の現状 
 昨年12月26日に発生したスマトラ沖大地震の被災者の中には、国際大学の学生の
家族も含まれています。中越地震を体験した私たちには、人ごととは思えません。

「私たちに出来ることはなんだろう」というつぶやきからこの企画が生まれました。 

 まず、被災地域から来ている留学生たちから話を聞き、留学生と一緒に私たちの出

来ることを考えたいと思います。この会を一緒に準備している留学生たち、そして国

際大学修了生ネットワークを使えば、私たちは被災地の復興プロセスに寄りそうこと

が出来るかもしれません。私たちの、そして皆さんの善意が「顔の見える」形で活か

されるような方法を一緒に考えたいと思います。 

 多くの皆さまのご来場をお待ちしております。 

プログラム 

● ４カ国の留学生による被災地の状況報告 

  (インドネシア・スリランカ・インド・タイ） 

● グループでの留学生と参加者による意見交換 

  （各グループに通訳がつきます） 

● 魚沼からできる支援活動についてまとめ 
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